
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 聖隷クリストファー大学介護福祉専門学校 
設置者名 学校法人 聖隷学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難

教育・社会福祉 

専門課程 
介護福祉学科 

夜 ・

通信
85 単位 6単位  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://blg.seirei.ac.jp/cloffice/syllabus.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 聖隷クリストファー大学介護福祉専門学校 
設置者名 学校法人 聖隷学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.seirei.ac.jp/gakuen/officer 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

非常勤 

東京海上日動火災保険

株式会社浜松支店  

支店長 

2018 年  

11 月 28 日 

～ 

2020 年  

11 月 27 日 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 
社会福祉法人 

聖隷福祉事業団 理事長

2018 年  

11 月 28 日 

～ 

2020 年  

11 月 27 日 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 

社会福祉法人 

聖隷福祉事業団 

総合病院  

聖隷三方原病院 院長 

2018 年 

 11 月 28 日

～ 

2020 年  

11 月 27 日 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 

社会福祉法人 

聖隷福祉事業団 

総合病院 

聖隷浜松病院 院長 

2018 年  

11 月 28 日 

～ 

2020 年  

11 月 27 日 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 

東京海上日動 

ベターライフサービス

株式会社 取締役社長 

2018 年 

 11 月 28 日

～ 

2020 年  

11 月 27 日 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 聖隷クリストファー大学介護福祉専門学校 

設置者名 学校法人 聖隷学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）の作成方針を 12 月の教職員会で定める。方針に沿って各

教員が作成、作成後、教務主任が記載内容、科目間の整合等を確認し、完成させてい

る。 

授業計画書（シラバス）は 4月にホームページにて公表している。 

授業計画書の公表方法 
https://blg.seirei.ac.jp/cloffice/files/2019syllabu

s_senmon.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）に各回のテーマ・内容・授業方法と準備学修を示し、主体

的な授業への参加を促している。同様に単位認定の方法及び基準もあらかじめ示され

ている。試験、レポート、課題等の方法とその比率を明示している。 

履修規程に試験、受験資格、成績の評価を定めている。 

成績評価は S、A、B、C、D の 5 段階で行い、D 評価は不合格としている。定期試験

の評価基準は、100 点満点の場合、S：90 点以上、A：80～89 点、B：70～79 点、C：

60～69 点、D：60 点未満である。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 春、秋セメスター終了後に成績通知書と同時に GPA と GPA 分布資料も通知し、学生

が自分の順位を把握することができるようにしている。GPA 制度については、ホーム

ページでの公表と履修要項に記載している。 

GPA の算出方法は以下の通り。 

GPA＝Σ（GP×その科目の単位数）／総履修登録単位数（不合格科目含む） 

 GP＝（TS－55）／10 TS：科目の点数 

 

・点数が 60 点未満になった科目は GP=0 

・再試験で合格となった科目は GP=0.5 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://blg.seirei.ac.jp/cloffice/files/2019senmon.

pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

建学の精神であるキリスト教精神による「生命の尊厳と隣人愛」に基づいて、介護

福祉の知識・技術・価値・理念と隣人愛の精神が統合された人間教育を行い、自分の

ことのように他者を考え「愛の実践」ができる介護福祉士を養成することを教育目的

としている。さらに、卒業時に身につけておくべき力を定め、公表している。 

卒業認定は上述の卒業認定に係る基本方針にそって、修得単位数を踏まえ、教職員

会で卒業判定をしている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.seirei.ac.jp/carework/category02/pdf/gr

aduate.pdf 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 

学校名 聖隷クリストファー大学介護福祉専門学校 

設置者名 学校法人 聖隷学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 https://www.seirei.ac.jp/gakuen/financial 
収支計算書又は損益計算書 https://www.seirei.ac.jp/gakuen/financial 
財産目録 https://www.seirei.ac.jp/gakuen/financial 
事業報告書 https://www.seirei.ac.jp/gakuen/financial 
監事による監査報告（書） https://www.seirei.ac.jp/gakuen/financial 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

教育・社会福

祉分野 
専門課程 介護福祉学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 

95

単位時間／単位

74

単位時間

/単位

23

単位時間

/単位

10 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位

107 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

80 人 47 人 4 人 3 人 26 人 29 人

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

【様式第２号の３より再掲】 

授業計画書（シラバス）の作成方針を 12 月の教職員会で定める。方針にそって各

教員が作成、作成後、教務主任が記載内容、科目間の整合等を確認し、完成させてい

る。 

授業計画書は 4月にホームページにて公表している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

【様式第２号の３より再掲】 

授業計画書（シラバス）に各回のテーマ・内容・授業方法と準備学修を示し、主体

的な授業への参加を促している。同様に単位認定の方法及び基準もあらかじめ示され

ている。試験、レポート、課題等の方法とその比率を明示している。 

履修規程に試験、受験資格、成績の評価を定めている。 

成績評価は S、A、B、C、D の 5 段階で行い、D 評価は不合格としている。定期試験

の評価基準は、100 点満点の場合、S：90 点以上、A：80～89 点、B：70～79 点、C：

60～69 点、D：60 点未満である。 

 

 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

【様式第２号の３より再掲】 

建学の精神であるキリスト教精神による「生命の尊厳と隣人愛」に基づいて、介護

福祉の知識・技術・価値・理念と隣人愛の精神が統合された人間教育を行い、自分の

ことのように他者を考え「愛の実践」ができる介護福祉士を養成することを教育目的

としている。さらに、卒業時に身につけておくべき力を定め、公表している。 

卒業認定は上述の卒業認定に係る基本方針にそって、修得単位数を踏まえ、教職員

会で卒業判定をしている。 

学修支援等 

（概要） 

大学院を含む大学の施設を共用しているため、介護実習室や図書館、ラーニングコ

モンズ、コンピュータ教室等の充実した施設の利用、教務、キャリア、ICT、グロー

バル教育に関する事務組織の支援を受けることができる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

 23 人

（100％）

3人

（13.0％）

19 人

（82.6％）

1人

（4.3％）

（主な就職、業界等） 

主な就職先：社会福祉法人聖隷福祉事業団、社会福祉法人慈悲庵 等 

 主な業界 ：福祉・介護 

（就職指導内容） 

 学生一人ひとりに対しアドバイザー教員を配置して、将来の進路に対する相談・援助

を行っている。さらに、就職担当教員とキャリア支援センター職員が、学生の就職・進

学についての個別相談や履歴書・エントリーシートの添削、模擬面接など、個別に対応

している。これらの情報は、適宜職員から教員に情報、資料提供が行われ、学生一人ひ

とりに適切な支援を行えるように体制を整えている。また、各施設から送られてくる求

人関連の情報や、過去に先輩が受験した就職試験の報告書などをキャリア支援センター

内で管理し、学生が情報収集の為に自由に閲覧できるようにしている。長期の学外実習

などで直接閲覧できない学生のために、G-mail やキャリア支援センターホームページな

どを活用しこれらの情報を学生に提供している。 

進路ガイダンスは、各学年、4月と 9月の春および秋セメスター開始時に行っている。

『就職ガイドブック』を基に 1 年次生のうちから、就職活動にスムーズに対応できるよ

う、就職活動の進め方等について説明している。 

その他、支援プログラムでは、現場で専門職として働いている卒業生を講師として招

へいし、身近な先輩から話を聞くことで、学生が持っている職業や就職に対する不安や

疑問を解消し、就職に対する意欲やイメージが膨らむようにしている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

第 31 回介護福祉士国家試験 合格率 91.3％ 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  45 人 2 人 4.4％

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学生一人ひとりに対しアドバイザー教員を配置して、定期的に学生と面談を実施して

いる。 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

介護福祉

学科 
200,000 円 580,000 円 200,000 円

実習費（年間）、 

施設維持費（年間） 

修学支援（任意記載事項） 

授業料等に関しては延納・分納制度を定めている。 

奨学金に関しては公的な奨学金等の他、聖隷クリストファー大学介護福祉専門学校独

自の奨学金制度や聖隷グループの奨学金制度がある。 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.seirei.ac.jp/carework/category02/pdf/kouhyou.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

評価委員会の構成 

委員会を構成する委員は次に掲げる者の内から校長が委嘱する。 

（1）保護者 1 名 

（2）関連実習施設の関係者 1 名 

（3）高等学校関係者 1 名 

（4）大学関係者 1 名 

（5）校長が必要と認めた者 1 名 

 

委員会に委員長を置く。 

・委員会は、校長が招集し、委員長がその運営にあたる。 

・校長が必要と認める場合は、委員以外の者の出席を求めることができる。 

・委員会は、委員の過半数が出席しなければ開会することができない。 

 

主な評価項目 

（1）教育理念・目的・人材養成 

（2）教育活動 

（3）学生の受け入れ 

（4）教員組織 

（5）学生支援 

（6）施設設備 

（7）管理・運営 

（8）その他委員会が必要と認めること 

 

評価結果の活用方法 

委員会は、評価を毎年 1月に実施し、評価の結果を取りまとめ、理事会に報告した後、

広く学内外に公表する。 

校長は評価結果を踏まえた改善方策を次年度の事業計画に反映する。 

 

 

 

 

 



  

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

学校関係者評価を確実に実施し、2020 年度からその結果を公表するために委員の選任

を行う。 

   

   

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

2020 年度から評価を確実に公表する。 

 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.seirei.ac.jp/carework/index.php 

 


